
 

愛知県 地域防災ネットワーク活動推進事業 
 

事 例 発 表 会 
 

～地域の防災ネットワークづくりに取り組んだ５つのまちの足跡～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

 

◇各地区の取り組み事例の発表 

１ みんなの防災ネットワーク構築事業 

●豊 橋 市（富士見校区防災委員会 委員長 二河田 昌幸氏） 

 地域の危険個所など認識した災害図上訓練を反映させた防災訓練 

●知 立 市（牛田町地区防災隊 隊長  斉藤 庄二氏） 

 昼間時の災害を想定し、中学生も参加した防災訓練 

●弥 富 市（弥生小学校区コミュニティ推進協議会交通防災部会 運営部長 尾上 保男氏）

 昼間時の災害を想定し、要援護者を対象とした防災訓練 

●阿久比町（あいち防災リーダー 岸野 靖彦氏） 

 企業･学校･地域団体等さまざまな団体が参加した防災フェア 

２ 地域防災力エンパワーメント事業 

●大 府 市（北山コミュニティ推進協議会 会長 谷口重夫氏） 

 地域のみんなが参加し、楽しく防災を学んだ防災運動会 

◇講評 名古屋大学大学院 安藤雅孝教授 

平成１９年 1 月 21 日 

愛知芸術文化センター 

 

愛知県 



いざという時のため 

日頃から地域の防災関係者の連携が大切です 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県では、今年度、地域防災の担い手同士が顔の見える密接な関係（防災ネッ

トワーク）を構築することを目的として、県内５ヶ所のモデル地区において「地域

防災ネットワーク活動推進事業」を実施してきました。 

この事業は、住民が提案して実施する「みんなの防災ネットワーク構築事業」と、

ＮＰＯ法人が提案し、ノウハウを活用して住民と協働で実施する「地域防災力エン

パワーメント事業」の２つの提案型があり、防災訓練、フェア、運動会などの開催

を通じて地域防災の担い手のネットワーク化を図るものです。 

（１）みんなの防災ネットワーク構築事業 

各地区で、自分たちが考えたプログラム（取り組み）を実施することにより、

防災ネットワークづくりに取り組みました。 

市町名 モデル地区 プログラム 掲載頁

豊橋市 富士見校区 
第 1段階：DIG 

第 2段階：富士見校区防災訓練 
3 

知立市 牛田町地区 助け合いたい防災訓練 in 牛田町 5 

弥富市 弥生小学校区 弥生学区防災訓練 7 

阿久比町 全町 阿久比町防災フェア 9 

※プログラムは、各地区において自主防災組織、町内会、消防団、企業、ボランティア、ＮＰＯ、
学校などで組織する推進会議で決定されたものです。 

 

（２）地域防災力エンパワーメント事業 

NPO法人（レスキューストックヤード）の提案により防災ネットワークづくりを行い、

NPOと地区が協働して取り組みを行いました。 

市町名 モデル地区 プログラム 掲載頁

大府市 北山小学校区 防災運動会 11 

※プログラムは、ＮＰＯ法人と地区自治会などで組織する実行委員会で決定されたものです。 
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地域防災ネットワーク活動推進事業の概要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

モデル地区選定と協働して取組む 

委託 ＮＰＯ法人 市町村 

モデル地区選定 
事業運営については、

コンサルタント会社に

県が委託 

実施希望 

選定 

県 

みんなの防災ネットワーク構築事業
地域住民提案型 

地域防災力エンパワーメント事業 
ＮＰＯ提案型 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

モ 
 

デ 
 

ル 
 

地 
 

区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成 果

 

 

 企 業 顔

ボランティア 

ＮＰＯ 

あいち防災リーダー等 

防災訓練

 
地域防

地域
推進会議・実行委員会の開催
 

 
行 政

消防団・学校等 

 連携（ネットワーク） 

の見える密接な関係の構築 
 

地域防災力向上について考える 

 

自主防災組織、町内会等

検討 

取り組み結果の報告・発表 

結果発表

取り組み実施 
・防災フェア・災害図上訓練・防災運動会 

 

災のネットワークが図られ、

の防災力が向上する。 
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■豊橋市 富士見校区  
 

DIG、防災訓練による段階を踏んだ活動を 

通じたネットワークづくり 
 

私たちのまち 
 

●豊橋市富士見校区は昭和50年から開発された

新しいまちです。 

●昭和55年以前の古い耐震基準で建てられた住

宅が一部にありますが、他は新しい耐震基準の

住宅です。県営住宅や、会社の社宅、寮なども

あります。 

●公園などの空地が多く、病院もあります。 

 

 

ネットワークづくり 
 

富士見校区総代会

富士見校区防災委員会 富士見校区女性防火クラブ

民生委員子供会

第五方面隊富士見分団
（消防団）

富士見小学校

可知病院

デイサービス彩幸
ニューレイククラブ

（老人会）

富士見小PTA 高豊中PTA

●校区ではこれまで、女性防火クラブや

防災委員会などが中心となり、多様な

取り組みを重ねてきました。 

 

 

 

 

●今回は、校区内のさまざまな関係団体に

よる「富士見校区防災連絡協議会」を活

用して、取り組みを考えました。 

 

●「災害図上訓練（DIG）」と「防災訓練」

を行い、段階を経て地域のつながりをつ

くることを考えました。 
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プログラムの実施（災害図上訓練：7月 9日、防災訓練：10月 7日） 

◆災害図上訓練（DIG）【７月】 

●地図作業を行い、互いに

教えあうことにより、防

災に関する問題意識を

高めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆富士見校区防災訓練【10 月】 

●起震車や煙体験、消火器使用体験に加え、病院の看護師

による応急救護や、避難所学習、家具の固定に関する診

断、防災マップづくりなどの企画を盛り込みました。 

●女性防火クラブによるゲームや、消防団や病院、災害ボ

ランティアコーディネータ、手話通訳など様々な協力を

得て、みんなで訓練を支えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果・これから 0% 10% 20% 30% 40%

７月（DIGを実施する前）

10月（防災訓練の後）

段階を経て増加！

 

●DIG の「イメージトレーニング」と防災訓練の

「体験」による相乗効果がありました。 

●今後も、参加者の増加と合わせて、意識引

き上げを続ける必要があります。 
家庭で家具の固定に取り組む意向（住民アンケート）
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■知立市 牛田町地区  
 

災害発生したらどうする！ 

「助け合いたい防災訓練 ｉｎ牛田町」 
 

 

私たちのまち 
 

●知立市牛田町は、旧東海道の通る歴史あるまち

です。 

●人口は約3,800人、世帯数は約1,400世帯で

高齢者が増えています。 

●防災組織は、自主防災会があり、消防団ＯＢ有

志による「防災隊」が発足（平成18年）して

います。 

 

 

 

 

ネットワークづくり 
●自主防災会と防災隊を中

心に、消防団、老人クラブ、

民生委員、社会福祉協議会、

竜北中学校で推進会議を

立ち上げ、地元の企業にも

参加を呼びかけました。 地域防災ネットワーク

活動推進会議

牛田町自主防災会

消防団
第２分団 牛田町防災隊

牛田町地区
老人クラブ

民生委員

知立市
社会福祉協議会 竜北中学校

企業
（株式会社槌屋）

消防団ＯＢ
有志

 

●地域の現状や住民意識を

把握するため「全世帯を対

象にアンケート調査」を実

施しました。 
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プログラムの実施（防災訓練：9月 30日） 
【目標】 
人が少なくなる平日の昼間時に災害が起きた場合でも、隣近所で助け合い、平日昼間時の

マンパワーとなる老人クラブを中心に、自主防災会、防災隊、社協、学校、企業等が協力

できるネットワークづくりを目標に、防災訓練を実施しました。 

◆避難誘導、安否確認（一時避難地：牛田町公民館、株式会社槌屋駐車場（臨時）） 

●避難経路が災害時にも

使えるか確認しながら

歩きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自主防災会、防災隊、消防

団、老人クラブ、民生委員、

中学生等がお年寄りやけが

人の避難を支援しました。 

◆各種防災訓練（来迎寺小学校グランド） 

 

 

 

●小学校の調理室で、防災隊と中学生が炊き出しをしました。 

●参加した牛田町に住む60人の中学生は、簡易担架による救出

訓練や仮設トイレの組み立て訓練にも積極的に参加しました。

 

 

 

 

 

 

 

成果・これから 
●自主防災会、防災隊、消防団、老人

クラブ、中学校、小学校、地元企業

等のつながりが深められました。 

●住民の防災意識を高めることができ

ました。 

●今後は、さらなる要援護者対策の充

実や、周辺地区と合同の避難所運営

訓練などを行いたいと考えています。 

参加したいとは思わない

2.8%

今回初めて参加したが、

今後は都合が合えば参

加したい

35.5%

すでに、参加しており、
今後も参加したい

26.2%

今回初めて参加したが、

今後は積極的に参加し

たい
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35.5%
今後の自主防災活動への参加意向（訓練参加者を対象としたアンケート）



■弥富市 弥生小学校区  
 

自主防災活動の輪を広げた 

弥生小学校区コミュニティ 
 

 

私たちのまち 
 

●弥生学区は、田園風景の広がる住宅地で、木

曽川沿いの海抜 0 メートル地帯と呼ばれる低

地にあります。 

●人口は約 11,000 人、世帯数は約 4,000 世

帯です。 

●自主防災会組織は、弥生学区内の 10 地区の

うち 7 地区に組織されており、残りの３地区

はまだ組織化していない状況です。 

 

ネットワークづくり 
●各地区の区長と交通指導員、福寿会、

消防団、コミュニティ事務局からな

る「弥生学区コミュニティ推進協議

会交通防災部会」と、学区内の自主

防災会会長、女性の会、あいち防災

リーダー等を加えた形で事業の推進

体制を構築し、防災訓練を実施しま

した。 

学区内参加協力者

自主防災会
（７地区）

女性の会

あいち防災リーダー

弥生学区コミュニティ
推進協議会交通防災部会

区長 交通指導員

福寿会 消防団

コミュニティ事務局

●ある自主防災会では、自主的に防災

訓練に向けた検討会議が開かれまし

た。 
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プログラムの実施（防災訓練：9月 3日） 
【目的】 
●大災害が発生した場合に、被害を最小限にとどめ、災害の拡大を防止し、地域住民の安全

を確保するため訓練を実施し、防災知識の普及を図る。 

●自主防災組織や防災関係機関等の連携の強化。 

◆まちなか避難訓練 

●自主防災会の組織されていない地区も一緒に参加しました。 

●地区ごとに被害状況や要援護者の救出を想定し、一時避難場所、避難経路を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●受付を設置し避難者

名簿を作成し、避難

者がすぐ確認できる

ようにしました。 

 

◆避難所初期準備体験 
 

 

 

 

 

 

 

 
救援物資仕分け訓練 

 区画づくり 

 

 

 

 

成果・これから 
●地域の見直し・点検をすることができました。 

●防災訓練で様々な人、組織が協力してできました。 

●自主防災会組織のない地区での参加意識の向上と普及啓発効

●今後は、防災連絡情報体制の確立しつつ、「防災は、まずは

次いで協働でするもの。」であることを周知する必要がありま
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飲料水兼用耐震性貯水槽

から水をくみ出し、炊き出
ダンボールによる避難所 
し訓練 

 

果がありました。 

自分でやるもの。

す。 



■阿久比町  
 

家族で防災意識を高めた 

   「阿久比町防災フェア」 
 

私たちのまち 
●阿久比町は、人口約 2万 5千人のまちです。 

●自主防災組織率は100％です。 

●阿久比町では、赤十字奉仕団の活動が活発で、

地区ごとに活動を展開しています。 

●あいち防災リーダー会の活動も拡大していま

す。 

 

 

 

ネットワークづくり 

防災関係の
これまでの
取り組み

◆自主防災会の育成

◆地元企業との防災意見交換会

◆社会福祉協議会による災害ボランティア講座

◆各種団体が参加する防災訓練 など

●これまで、自主防災会の育成、

地元企業との防災意見交換会、

社会福祉協議会による災害ボラ

ンティア講座、防災訓練など、

さまざまな事業を実施してきま

したが、各団体間の相互理解は

十分とはいえませんでした。 

各団体間の相互理解が不十分

今回の
事業の目的
内容

●個々の防災活動の活発化
●町内の防災ネットワークの構築

●防災フェアの実施
●各種団体を対象としたアンケートの実施

課題

目的

内容
 

●今回は、防災関係団体に加え、

社会福祉協議会、医師会、商工

会、建設協会、ＪＡ、地元企業、

高校の協力を得て事業を実施し

ました。 

阿久比町地域防災ネットワーク活動推進会議

・知多中部広域事務組合消防本部 ・半田消防署阿久比支署

・阿久比町消防団 ・阿久比町自主防災会

・阿久比町赤十字奉仕団 ・阿久比町社会福祉協議会

・知多郡医師会阿久比支部 ・あいち防災リーダー

・阿久比町商工会 ・阿久比建設協会

・ＪＡあいち知多阿久比事業部 ・㈱アピタ阿久比店

・㈱デンソー阿久比製作所 ・㈱キクテック愛知支店

・県立阿久比高等学校 ・阿久比町
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プログラムの実施（防災フェア：10月 17日） 
【目的】 
●行政、企業、ボランティア、自主防災会等の連携による防災ネットワークづくり 

●町民全体の防災意識及び地域防災力の向上 

 

◆防災フェア（会場：アピタ阿久比店 駐車場） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●

●

●阿久比高校の学校祭で

作成した「帰宅困難者支

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

●

 

成
【

●

●

●

【

●

●

 

約 200 人(13 団体)のスタッフで

フェアを実施。 
約3,000人の来場がありました。

な

法

等を実施しました。 

●社会福

のボラ

のパネ

いすの

果・これから 
活動の成果】 

各種団体の顔の見える関係づくりが

参加団体自体の取り組み意欲を高め

周辺市町を含め、子どもから大人ま

今後の課題】 

自主防災会との連携による地域課題

現実に即した災害時の協力体制づく
●地元企業３社も参加。 

防災の取組みについて
情報交換ができました。 援対策マップ」を展示。

祉協議会は、町内

ンティア22団体

●あいち防災リーダー会は、災害写

真パネルや、手作りの簡易トイ
赤十字奉仕団は、身近

ものを使った応急手当
ル展示、手話や車

体験等を実施。 

レ・頭巾を展示して、来場者に説

明しました。 

できました。 

ることができました。 

で多くの方の防災意識を高めることができました。 

に対応できる防災ネットワークづくりが必要です。 

りをしていく必要があります。
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■大府市 北山小学校区  
 

「防災を楽しく学ぶ」をモットーにした 

地域・行政・NPO協働による防災運動会 
 

 

私たちのまち 
●北山小学校区は、昭和40年以降に、人が   

地域のコミュニティがしっかりしている。 

増えてきた比較的新しい町です。 

●地区の運動会や芸能祭などを通じて、し 

っかりと地域コミュニティを培ってきま 

した。 

●中京女子大学が出来てから、学生が地域 

に下宿するなど、地域がにぎやかになり 

ました。 

●防災倉庫は毛布や乾パンなどが備蓄され 

ているものの、十分な備えとはいえませ 

ん。 

 

ネットワークづくり 
６月の住民説明で、「防災運動会」実施に対する合意を得て、地域住民と行政・ＮＰＯ法

人レスキューストックヤードからなる実行委員会を結成しました。その後6回もの会合を

行い、「防災運動会」をまさにゼロから地域住民が行政・ＮＰＯと協働し、作り上げました。 

  

 

 

 

 

 

横根山自治会

 

北山さくら会  

 

大府市身体障害者福祉

大府市社会福祉協

大府市

 

 

実行委員会の様子 
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防災運動会実行委員会 

     北山コミュニティ推進協議会 

          父ちゃんソフト 

協議会       おおぶ防災ボランティアグループ

 

議会         中京女子大学 

 

    レスキューストックヤード 



プログラムの実施（防災運動会：１１月１８日） 
●中京女子大学で開催した防災運動会、300人を超す方が参加しました。 

●6つの競技（安全・安心搬送リレー、「火事だー」大声競争、防災借り物競争、水パック

消火競争、バケツリレー、防災地図づくり競技）を6地区対抗で行いました。 

●地域の方いよる炊き出しが行われ、お昼にはおいしいご飯とトン汁が振舞われました。 

●最終競技のバケツリレーでは、各地区とも必死の形相で水を運ぶほどヒートアップし、

一日中笑いの絶えない、防災運動会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防 

 

 

 

 

 

 

 
バ

 

 

成果・こ
●今回築いた

機能する防

●防災運動会

のメニュー

●他の地域で

取り組みを

 

開会式 「火事だー」大声競争

災借り物競争

ケツリレー

れから 
ネットワークを生かし、

災組織を立ち上げます。

の競技メニューを小学校

に加えていきます。 

も防災運動会が開催でき

広めていきます。 
安全・安心搬送リレー

水パック消火競争

＊中京女子大学の学生さん

も参加し、大いに盛り上が

りました。 

今後地域で実際に 

 

や地域の運動会 

るように、今回の 

災害なん

12
炊き出し
防災

かに負
地図づくり競技
けないぞー！！ 



 

 

愛知県 地域防災ネットワーク活動推進事業 事例発表会 資料 

 

事 業 主 体： 愛知県 防災局危機管理課 啓発・育成グループ 

 

事業委託先：みんなの防災ネットワーク構築事業：ランドブレイン株式会社 

地域防災力エンパワーメント事業 ：特定非営利活動法人レスキューストックヤード 

 

各モデル地区の市町村担当課： 

豊 橋 市 消防本部防災対策課 

知 立 市 総務部防災対策室 

弥 富 市 総務部防災安全課 

阿久比町 総務部防災交通課 

大 府 市 市民協働部生活安全課 
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